
10月29日（土）、函館市千代台公園において、対岸の大間原発建設の中止を求め、全道から

集まった仲間を含め千人の参加を予定して、「やめるべ大間原発！北海道大集会」が開催されます。

木古内町を含むここ道南は、大間原発が稼働したのち福島のような万一の事故が起こった場

合、猛毒のプルトニウムが降り注ぎ、一瞬にして多くの人命が奪われるとともに、生き残った

者も数年以内に死亡するのでは、と言われています。

このような危険な大間原発を完成させるわけにはいきません。

集会を成功させマスコミや函館市民などを通じ大きな世論喚起を呼び起こすため、執行部や

青年女性部役員のみでなく、多くの組合員の参加をお願いします。

と き 10月29日（土）１３時～ ※集会1時間、デモ行進1時間程度
ところ 函館市 千代台公園

※デモ＝千代台→電車通り→行啓通り→高砂通り→千代台

職場新聞ニュース
生憎の悪天候によりシュプレヒコ

ールは遮られるも、被災地の方の

思いは私の胸に真っ直ぐ突き刺さ

りました。なくなく愛郷を離れる

後ろめたさを自ら「裏切り」と称

す心は、ことの発端に目を向ける

「きっかけ」を与えるものだと感 さようなら原発1000万人

じました。 アクションin東京大集会

9.18札幌参加 大山格臣くん

◆詳細はウラ面を参照して下さい。

集会を終えて感じたことは、原発事故による放射能が

体にもたらす影響の恐ろしさや、放射能により故郷で

の生活が出来ない苦しみや悲しみを講話を通して改め

て知ることのできたよい機会になりました。講話のあ

と行われた脱原発運動は雨が降って大変でしたが、脱

原発への思いが皆さんに伝わったのではないのかと思

います。今回の集会に参加できとてもよかったです。

9.18札幌参加 吉田匠くん
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反原発運動が盛り上がっています。これで脱

原発社会をつくることができるのか？そんな

に簡単なものではありません。過去をみると、

JCO、アメリカスリーマイル、チェルノブイ

リと、事故のたびに世論が味方したが、いつ

の間にか収束、もとのまま。今度こそは！

雨のなかの

9.18札幌集会行進

原発事故により失われた生活、放射線の影響により故郷を離れ新たな生活を送っ

ている事実を再確認しました。いつ故郷に帰れるかわからない不安、また故郷を

離れる思い、不慣れな土地での生活、すべてが原発事故によって失われるという

のを知ることができました。今までは原発について正直無関心なところもありま

したが、今回の講話や青森県の大間原発のことを考えると無関心ではいられない

と、改めて考え直すよい機会になったと思います。9.18札幌参加 敦澤裕也くん

全体的には有意義であったのです

が参加した人に若い人が少なかっ

た。放射性物質による健康被害は、

若い人たちこそ深刻であるはずな

のに、あまり関心が少ないように

思われました。デモ行進でも原宿

駅の前を通ったのですが、物珍し

そうに見る人はいても関心を持っ

てくれてはいなかったです。きち

んとコールをリードできる人・活

動家を細かく配置して、行進に参

加した人が、もっと声を出しやす

い行進を考えていければいいので

は？野外ライブなどでは、どんな

若者でも声を出してるのだから、

雰囲気次第ではないでしょうか？

9.19東京集会参加 加藤崇誠くん




